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【諸言】潜熱蓄熱材料（Phase change material; PCM）は，熱エネルギーの回収や再利用を可能にす

ることから，熱マネージメント材料の一つとして研究開発が行われている．1,2) 一般に，PCMの熱

貯蔵は固液相転移に基づき，それゆえ，格納容器からの液体の溶出などが大きな問題となる．我々

の研究グループでは，生産性および耐久性に優れた全固体型 PCM の開発を推進してきた．3,4) 本

研究では，ガラス材料に優れた潜熱蓄熱を示す二酸化バナジウム（VO2）を分散した“VO2分散ガ

ラス”を作製し，昇温と降温を繰り返した際の熱特性および内部組織構造の変化について調査を

行った． 

【実験方法】溶融急冷法により BaO–TeO2–V2O5系ガラスを合成した．続いて，粉末化したガラス

と VO2粉末との混合試料を再溶融することで VO2分散ガラスを作製した．4) 得られた試料は，示

差熱分析（DTA）や走査型電子顕微鏡（SEM）などにより評価した． 

【結果・考察】VO2は強相関系物質であり，Tc ~ 68C 付近で構造相転移に基づく Mott相転移を示

す．これまでに，BaO–TeO2–V2O5 系ガラスをマトリックスとした VO2 分散ガラス試料において，

Tc 付近での温度保持特性が確認されている．4) 本研

究において，DTA を用いて昇温―降温サイクル評価

（繰り返し回数：10 回）を実施した結果，構造相転

移に由来する明瞭な吸熱・発熱ピークが観測され，そ

れぞれのピークはサイクル回数によらずほぼ同一の

形状を示した（Fig. 1）．また，サイクル評価前後の試

料内部を SEM観察した結果，熱サイクルによる分散

VO2 粒子へのダメージはほとんど確認されなかっ

た．この一因として，ガラスの不規則網目構造が，

VO2 の相転移に基づく体積変化による歪みを緩和し

たものと推察される．  
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Fig. 1.  DTA result in the heating-/cooling-cyclic 

condition at 1-, 5- and 10-cycles in the VO2-

dispersed glass (30BaO–10TeO2–60V2O5: 80VO2).  
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